
3.旧総合戦略記載事項

1.事業の位置付け

４.事業のコスト

2.事業の目的・概要

５．事業の目標値と実績等

●議会運営費　　　　　議長、副議長、議員（24名）　計26名（条例定数26名）

○ 報酬 議員報酬（26名分） 千円

○ 職員手当等 議員期末手当 千円

○ 共済費 共済会給付費負担金、共済会事務費 千円

○ 報償費 議員研修謝礼 千円

○ 需用費 千円

消耗品費（事務用消耗品） 千円

食糧費（会議及び視察受入賄） 千円

印刷製本費（正副議長名刺代） 千円

○ 役務費 広告料（新聞掲載料、火災保険料） 千円

○ 委託料 本会議会議録作成委託料 千円

○ 工事請負費 議場システム更新工事費 千円

○ 備品購入費 正副議長室応接セット他 千円

●渉外事務費

○ 旅費 全国・北信越市議会議長会定期総会参加 他 千円

○ 交際費 議長交際費 千円

○ 使用料及び賃借料（車両借上げ） 千円

○ 負担金 全国市議会議長会負担金 他 千円

指標の説明 議員定数

指標に基づく評価

議会基本条例を基に概ね目標を達成しており、適正に議会運営を進めている
が、引き続き円滑な議会運営に取り組んでいきます。

実績 26 26 26 26

実績 400 400 400

指標の説明 議員報酬

指標

議員定数
人

目標 26 26 26

独
自
指
標

達成率(%) 0.0 100.0 100.0 100.0 100.0

26 26

独
自
指
標

議長の交際費

指標

議員報酬
千円

目標 400 400

417

達成率(%) 0.0 68.0 79.8 96.9 98.1

400

達成率(%) 0.0 100.0 100.0 100.0 100.0

400 400 400

定例会及び臨時会で処理した議案の件数

指標

議長交際費
千円

目標 425 425

達成率(%) 92.0 117.0 107.0 106.00.0

425 425 425

独
自
指
標

実績 289 339 412

指標の説明

平成29年度 平成28年度令和2年度

指標

議案処理件数
件

目標 100 100

評価指標 単位 年度 令和元年度 平成30年度

100 100100

独
自
指
標

実績 92 117 107 106

指標の説明

【事業の目的】 財
源
内
訳

国県支出金 0 0

　坂井市議会の運営を適正かつ円滑に行うとともに、全国、北信越、県の市議会議長会等
の交流を通して、相互連携を図る。

その他特定財源 0 0

一般財源 289,203 239,733 237,562 49,470

人

人員計 3.50 人 3.30 人 2.50 人 0.20 人

人

関連計画・ﾏﾆｭｱﾙ 有 臨時職員 0.00 人 0.00 人 0.00

人 3.30 人 2.50 人 0.20根拠例規 有 坂井市議会基本条例、坂井市議会定例会条例ほか
人
員

正職員 3.50

人 0.00

有 地方自治法 総事業費 289,203 239,733 237,562 49,470

事業区分 自治事務（義務的なもの） 事業種別 内部管理事業 人件費 23,398 22,061
コ
ス
ト

事業費 265,805

17,518 1,337

根拠法令

施策

（単位：千円）

旧総合
戦略

政策パッケージ 令和元年度 平成30年度 平成29年度 元・３０年度比

旧総合
計画

基本構想 1 住民とともに育むまちづくり 所管
部局

議会

基本計画 1-2 効率的な行財政運営の推進 議会事務局

217,672 220,044 48,133

小事業 他　事業

01 議会費

旧総合戦略
記載事項

大事業 051 議会運営事業 中事業 01 議会運営事業

令和元年度事業分　事務事業評価シート
＜事業の名称等＞

予算 款 01 議会費 項 01 議会費 目

【事業の概要】

126,120

42,881

46,389

100

79

49

28

2

575

　全国・北信越・福井県市議会議長会、全国自治体病院経営都市議会協議会、全国広域連
携市議会協議会、日本海六県港湾都市議会協議会等の経費及び交際費

509

289

75

823

75

44,000

3,890



６.事業に対する評価

7.令和２年度から令和６年度間（第２次総合計画前期期間）の方向性

　　

成果と改善点

議会運営が滞ることのないよう、協議会等を開催し、また、理事者側と連絡調整を行いスムーズな議会運営に努めました。議会運営及び事務の効率化に向けて。タブレッ
ト導入を検討します。

事業の方向性 継続

方向性の
理由

タブレット端末の導入を行い、効率的で迅速な議会運営・議案審議、情報の共有、議会の活性化を図ります。

現状と課題

効率性に課題

社会情勢や住民にニーズが多様化する中、議会が担うべき機能や役割を果たせるよう、適正かつ効率的な議会運営に取り組んでいく必要があります。



3.旧総合戦略記載事項

1.事業の位置付け

４.事業のコスト

2.事業の目的・概要

５．事業の目標値と実績等

●事務費

○ 旅費 事務局職員研修 28千円

○ 需用費（消耗品費） 180千円

事務用消耗品 千円

書籍、追録代 千円

○ 負担金 北信越・県市議会議長会研修負担金 6千円

【事業の目的】

　北信越、県等の事務局職員研修会への参加などを通して、事務効率の向上に努め、議
会・議員活動を支援する。

【事業の概要】

23

195

29

166

41

指標の説明

指標に基づく評価

積極的に事務局職員対象の研修会に参加し、議会活動の適正かつ効率的なサ
ポートができるように、職員の資質向上に努めます。

0

指標

指標 目標

指標の説明

指標の説明

3 3 3

100.0 100.0

実績

達成率(%)

達成率(%)

実績

目標

2,265 2,248 9,308 17

評価指標 単位 年度 令和元年度 平成30年度 平成29年度 平成28年度令和2年度

指標

職員研修受講者数
人

目標 3

100.0

実績

指標 目標

達成率(%)

0.0

指標の説明 研修に参加した事務局職員の延べ人数

3

0

その他特定財源 0 0 0 0

一般財源

3

達成率(%) 100.0

独
自
指
標

実績 3 3 3

財
源
内
訳

国県支出金 0 0

根拠例規 有 坂井市議会事務局設置条例、坂井市議会事務局庶務規定ほか
人
員

正職員 0.30

人 0.00関連計画・ﾏﾆｭｱﾙ 無 臨時職員 0.00 人 0.00 人 0.00

人員計 0.30 人 0.30 人 1.30 人 0.00

平成30年度 平成29年度 元・３０年度比

199 17

9,109 △ 1

242

2,006

人 1.30 人 0.00

人

総事業費 2,265 2,248 9,308 17

人

人人 0.30

1-2 効率的な行財政運営の推進 議会事務局

施策 コ
ス
ト

事業費 259

根拠法令 無

政策パッケージ 令和元年度

事業区分 自治事務（義務的なもの） 事業種別 内部管理事業 人件費 2,006

旧総合
戦略

（単位：千円）

大事業 051 議会運営事業 中事業 06 議会事務局事業

小事業 他　事業

01 議会費

旧総合戦略
記載事項

旧総合
計画

基本構想 1 住民とともに育むまちづくり 所管
部局

議会

基本計画

令和元年度事業分　事務事業評価シート
＜事業の名称等＞

予算 款 01 議会費 項 01 議会費 目



６.事業に対する評価

7.令和２年度から令和６年度間（第２次総合計画前期期間）の方向性

　　

事業の方向性 継続

方向性の
理由

事務の効率の向上を図り、議会・議員の活動を支援します。

現状と課題

効率性に課題

議会活動の活発化に伴い、職員の事務量は増加傾向にあるが、議会活動の適正かつ効率的なサポートができるような体制が必要となるため、引き続き事務局職員の資質向
上に努めていきます。

成果と改善点

県議長会主催の事務局研修等に積極的に参加し知識を高めるとともに、他自治体との情報を収集し意見交換を行いました。



3.旧総合戦略記載事項

1.事業の位置付け

４.事業のコスト

2.事業の目的・概要

５．事業の目標値と実績等

●委員会視察研修　　

　常任委員会、特別委員会の各所管事項について、調査研究のための視察研修経費

○ 報償費（協力者謝礼） 千円

手土産代　14ヶ所（常任委員会・特別委員会）

○ 旅費（視察研修） 千円

常任委員会（3委員会　委員26名＋随行6名）

特別委員会（3委員会　委員33名＋随行6名）

○ 需用費　消耗品費（資料代）、燃料費（ガソリン代） 千円

○ 役務費　旅行取扱手数料 千円

○ 使用料及び賃借料　車両借上料（特別委員会視察バス等） 千円

●渉外事務費

○ 補助金（政務活動費） 千円

6会派、26名×50,000円/月　交付額15,600千円　返還金6,001千円

●資料等購入

○ 需用費　消耗品費（新聞等購読料、定期刊行物購読料） 千円

　政務活動費での調査研究活動及び各委員会の視察研修による先進事例の調査・研究を通
して、行政課題、懸案事項等について知識・見識を高める。

2,840

0.0 0.00.0

指標の説明

指標に基づく評価

・政務活動費については、マニュアルの使途基準に基づき適正に支出されて
おり、引き続き内容を精査するとともに、透明性の確保に努めていきます。
・委員会および会派視察後には、全員協議会等の会議の場のおいて視察報告
を実施し、調査研究等に活かすよう取り組んでいきます。

実績

指標 目標

達成率(%) 0.0 0.0

指標の説明

17,500

独
自
指
標

実績 30,766 26,324 33,224 33,391

達成率(%) 87.9

指標の説明 政務活動費を交付している会派の数

指標
一人当たりの政務活動費
（月額）

円
目標 35,000 35,000 35,000 35,000

独
自
指
標

75.2 94.9 95.40.0

100.0 100.00.0

66

実績 6 6 6 6

指標

政務活動費交付数
件

目標 6 6

達成率(%) 100.0 100.0

37 達成率(%) 100.0 60.0

6

平成28年度令和2年度

指標

先進地調査箇所数
件

目標 15 15

平成29年度

73.3 80.00.0

15 150

独
自
指
標

実績 15 9 11 12

指標の説明 委員会の視察先（自治体等）の箇所数

3,212

0.10 人

【事業の目的】 財
源
内
訳

国県支出金 0 0

【事業の概要】 評価指標 単位 年度 令和元年度

その他特定財源 0

一般財源 19,783 16,572 19,283

平成30年度

人

人員計 1.00 人 0.90 人 0.85 人

0

人

関連計画・ﾏﾆｭｱﾙ 有 政務活動費マニュアル 臨時職員 0.00 人 0.00 人 0.00

人 0.90 人 0.85 人 0.10根拠例規 有 坂井市議会政務活動調査費の交付に関する条例ほか
人
員

正職員 1.00

人 0.00

13,098

根拠法令

施策 10,555

有 地方自治法 総事業費 19,783 16,572 19,283 3,212

5,956 669

旧総合
戦略

政策パッケージ 令和元年度 平成30年度 平成29年度 元・３０年度比

13,327 2,543

事業区分 自治事務（任意的なもの） 事業種別 ソフト事業 人件費 6,685 6,017
コ
ス
ト

事業費

議会費

旧総合戦略
記載事項

大事業 101 議会活動事業 中事業 01 議会調査活動事業

（単位：千円）

旧総合
計画

基本構想 1 住民とともに育むまちづくり 所管
部局

議会

基本計画 1-2 効率的な行財政運営の推進 議会事務局

43

28

475

9,599

76

令和元年度事業分　事務事業評価シート
＜事業の名称等＞

予算 款 01 議会費 項 01 議会費 目

小事業 他　事業

01



６.事業に対する評価

7.令和２年度から令和６年度間（第２次総合計画前期期間）の方向性

　　

事業の方向性 継続

方向性の
理由

各委員会の先進地視察による調査・研究を行い、行政課題、懸案事項等について知識や見解を高めていきます。

現状と課題

課題はない

市民の批判や疑念を招くことのないように、運用の厳格化を図るとともに、使途の透明性確保に努める必要があります。

成果と改善点

政務活動費については、証拠書類の原本提出を義務付けし、閲覧及びインターネットで公開を行い、より透明性の高いものとしています。



3.旧総合戦略記載事項

1.事業の位置付け

４.事業のコスト

2.事業の目的・概要

５．事業の目標値と実績等

●議会録画・動画配信業務

○ 委託料（撮影業務、映像編集、配信業務） 千円

（委託先：福井ケーブルテレビ㈱）

●会議録検索システム業務

○ 使用料及び賃借料（システム使用料　月額58,320円） 千円

（委託先：㈱大和速記情報センター）

●市議会だより印刷

○ 需用費 印刷製本費（年4回発行） 千円

●議会報告会

・市民対象　…2回開催（コミュニティセンターなど6会場）参加者計 59名

・高校生対象…議会塾3回開催（坂井高校、丸岡高校、三国高校）参加者計 300名

　　　　　　　高校生議会開催　参加者 58名

・団体対象　…1回開催（NPO法人まちづくりカレッジSAKAI）参加者計 12名

○ 需用費 千円

消耗品費（高校生議会DVD） 千円

食糧費（高校生議会参加生徒用） 千円

印刷製本費（写真現像代） 千円

2,767

5

42

10

指標に基づく評価

・多様な媒体を通して、議会活動を迅速にわかりやすい形で広く市内外に情
報発信していきます。
・議会報告会の開催などにより、積極的に市民との意見交換の場を持ち、議
会や議員活動に対する理解や関心を高めるように取り組んでいきます。

目標

独
自
指
標

0.0 0.0 0.0

実績

達成率(%)

指標の説明

100.0

指標の説明 議会報告会を開催した回数

0.00.0

指標

議会報告会開催数
回

目標 5 5

100.00.0

5 45

実績 6 5 5 4

指標

達成率(%) 120.0 100.0

達成率(%) 100.0 100.0

0.0

指標の説明 市議会だよりの発行回数

指標

議会録画放送等回数
回

目標 4 4 4 44

独
自
指
標

実績 4 4 4 4

0.0

指標の説明 本会議の放送回数（ケーブル、インターネット）

100.0 100.0

平成28年度令和2年度

指標

議会広報発行回数
回

目標 4 4 4

達成率(%) 100.0 100.0

平成29年度

100.0 100.0

44

独
自
指
標

実績 4 4 4

△ 2,417

【事業の概要】 評価指標 単位 年度 令和元年度 平成30年度

4

【事業の目的】 財
源
内
訳

国県支出金 0 0

　議会広報「市議会だより」、CATV及びインターネットでの「定例会本会議の録画放
送」、「議会報告会」、「高校生議会」等の開催により、議会活動の成果、議会が取り組
む課題等を市民に広く情報提供する。

その他特定財源 0

一般財源 15,261 17,678 18,725

人

人員計 1.20 人 1.50 人 1.35 人

0

△ 0.30 人

人

関連計画・ﾏﾆｭｱﾙ 有 議会報告会開催要領 臨時職員 0.00 人 0.00 人 0.00

人 1.50 人 1.35 人 △ 0.30根拠例規 有 坂井市議会広報発行規程
人
員

正職員 1.20

人 0.00

事業区分 自治事務（任意的なもの） 事業種別 ソフト事業 人件費 8,022 10,028
コ
ス
ト

事業費 7,239

根拠法令

施策

旧総合
戦略 7,650 9,266 △ 411

無 総事業費 15,261 17,678 18,725 △ 2,417

9,459 △ 2,006

平成29年度 元・３０年度比

旧総合
計画

基本構想 1 住民とともに育むまちづくり 所管
部局

議会

基本計画 1-2 効率的な行財政運営の推進 議会事務局

議会活動事業 中事業 06 議会広報事業

（単位：千円）

政策パッケージ 令和元年度 平成30年度

707

3,708

57

令和元年度事業分　事務事業評価シート
＜事業の名称等＞

予算 款 01 議会費 項 01 議会費 目
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６.事業に対する評価

7.令和２年度から令和６年度間（第２次総合計画前期期間）の方向性

　　

成果と改善点

・市内３高校を対象とした議会塾及び各種団体との意見交換会を実施しました。
・議会定例会のポスターを作成し、各施設等に配布し議会傍聴への周知を図りました。

事業の方向性 継続

方向性の
理由

議会報告会をより充実した市民との意見交換会の場とし、今後の政策提案に活かすため、テーマ・対象者等の実施方法を検討します。

現状と課題

有効性に課題

・審議の状況や議会活動の情報発信のために、今後さらに議会だよりの紙面内容の充実をしていく必要があります。
・議会報告会については、近年、参加者が減少、固定化しているため、開催方法、内容等の見直しが必要です。


